
■

現
状

現
状
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と

そ
の
特
徴

最
初
に
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
学
習
の

進
め
方
な
ど
現
状
を
、
そ
の
後
で
私

な
り
に
考
え
た
問
題
点
や
課
題
に
つ

い
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
桜
美
林
大
学
だ
け
で
は

な
く
て
、
名
古
屋
大
学
、
名
城
大
学
、
広
島
大
学
と
い
っ
た
と
こ
ろ

と
の
連
携
、
今
後
の
課
題
を
私
な
り
に
ま
と
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

ま
ず
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
す
が
、
表
１
が
二
〇
〇
六
年
度
の
通
信

制
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
す
。
設
置
の
関
係
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
、
担

当
者
が
入
っ
て
い
ま
す
が
、
若
干
変
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
昨
年

か
ら
変
わ
っ
た
の
は
一
、
二
名
だ
け
で
す
。
表
２
は
通
学
制
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
で
す
。

修
了
要
件
は
、
教
育
系
と
経
営
系
の
コ
ア
科
目
を
そ
れ
ぞ
れ
四
単

位
ず
つ
と
専
門
科
目
十
六
単
位
以
上
、
研
究
指
導
六
単
位
、
修
士
論

文
ま
た
は
研
究
成
果
報
告
の
提
出
で
す
。
修
士
論
文
と
研
究
成
果
報

告
の
違
い
は
枚
数
の
違
い
で
す
。
修
士
論
文
を
選
択
す
る
場
合
は
こ

の
単
位
数
で
い
い
の
で
す
が
、
研
究
成
果
報
告
の
場
合
は
二
単
位
余

分
に
取
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

次
に
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
徴
で
す
が
、
非
常
に
多
彩
な
科
目
が

配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
通
信
制
と
い
う
こ
と
で
ス
ク
ー
リ
ン
グ
が
あ

る
の
で
す
が
、
非
常
に
時
期
が
限
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
、
あ
る
い
は
、

東
京
と
い
う
土
地
柄
、
非
常
に
多
彩
な
科
目
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
コ
ア
科
目
が
二
系
列
に
分
か
れ
て
い
る
こ
と
、
先
行
し
て
で
き

た
通
学
制
は
こ
こ
が
未
分
離
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
反
省
に
立
っ
て
作

っ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
修
士
論
文
、
研
究
成
果
報
告
を
選
択

で
き
る
こ
と
、
字
数
、
内
容
な
ど
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。
一
応
修
士

論
文
の
ほ
う
が
内
容
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
実

際
は
そ
ん
な
に
変
わ
ら
な
い
と
先
生
方
は
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

大
学
院
修
士
課
程
に
お
け
る

ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
養
成
の

現
状
と
課
題

―
―
桜
美
林
大
学
の
場
合
―
―

東
海
学
院
大
学
・
教
務
部

一
九
六
四
年
、
愛
知
県
生
ま
れ

う
ち
だ
・
く
れ
ほ

内
田

晩
穂

大学と教育 No．４５ ０７―３
－ ７９ －



表１ ２００６年度 通信制カリキュラム

研究指導を除く全ての授業科目は１学期で完結する。開講学期が「春・秋」となっているものは年間２回開講。
※１ 馬越徹、鈴木克夫、武村秀雄、舘昭、船戸高樹、田中義郎、野田秀三、寺�昌男、潮木守一
※２ ２００７年度末（２００８年３月）に退任されれるので指導教員の選定の際には注意すること。

集中講義

本年度休講

集中講義

本年度休講

集中講義

１～２年次にかけて履修する

教 員 名

馬 越 徹

寺� 昌男※２

山 本 眞 一

潮木 守一※２

土 橋 信 男

船 戸 高 樹

藤 田 晃

野 田 秀 三

有 本 章

矢 野 眞 和

舘 昭

羽 田 貴 史

―

山 田 礼 子

武 村 秀 雄

田 中 義 郎

田 中 敬 文

米 澤 彰 純

井 下 千以子

―

南 学

岩 田 淳 子

鈴 木 克 夫

早 田 幸 政

原 野 幸 康

高 井 伸 夫

篠 田 道 夫

角方 正幸 他

高 山 裕 司

滝 紀 子

向 井 孝 次

担当教員（※１）

学期

春・秋

春・秋

春・秋

春・秋

春・秋

春・秋

秋

春・秋

春

春

春・秋

秋

―

秋

春・秋

春

秋

秋

春

―

春

春

春・秋

秋

春

春

春・秋

秋

春

秋

秋

春・秋

単位

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

６

授 業 科 目 名

高 等 教 育 論

高 等 教 育 ・ 大 学 教 育 史

高 等 教 育 政 策 論

大 学 制 度 比 較 論

高 等 教 育 組 織 論

大学マーケティング戦略論

デ ー タ 解 析 論

学 校 法 人 会 計

大 学 教 授 職 の 国 際 比 較

高等教育の経済分析と政策

大 学 法 制 論

大 学 財 政 論

Ｉ Ｔ と 高 等 教 育

継 続 教 育 論

日 米 高 等 教 育 比 較 研 究

大 学 カ リ キ ュ ラ ム 研 究

学 費 政 策 論

大 学 評 価 国 際 比 較 研 究

学 生 支 援 論

教育と研究のマネジメント

地 域 政 策 と 大 学

学 生 相 談 研 究

通 信 ・ 遠 隔 教 育 運 営 論

大 学 評 価 論

私 立 大 学 経 営 環 境 論

大学と法的リスクマネジメント

大 学 職 員 論

キ ャ リ ア 開 発 支 援 論

大 学 改 革 比 較 研 究

学 生 募 集 戦 略 論

大 学 と 関 係 法 令

研 究 指 導

科 目 分 野

大
学
教
育
系

大
学
経
営
系

コ

ア

科

目

専

門

科

目

専攻

大

学

ア

ド

ミ

ニ

ス

ト

レ

ー

シ

ョ

ン

専

攻

（

通

信

教

育

課

程

）

－ ８０ －



表２ ２００６年度 通学生カリキュラム

開講学期が「春・秋」となっているものは年間２回開講。
※１ 馬越徹、鈴木克夫、瀬沼克彰、高橋真義、武村秀雄、舘昭、田中義郎、野田秀三、船戸高樹、諸星裕

集中講義

本年度休講

本年度休講

集中講義

集中講義

本年度休講

オムニバス 春・秋開講

�（１年次）�（２年次）

教 員 名

馬 越 徹

武 村 秀 雄

舘 昭

馬 越 徹

武 村 秀 雄

潮 木 守 一

田 中 義 郎

山 本 眞 一

山 本 眞 一

舘 昭

村 田 直 樹

村 田 直 樹

船 戸 高 樹

―

西 田 一 郎

西 田 一 郎

野 田 秀 三

野 田 秀 三

―

諸 星 裕

諸 星 裕

瀬 沼 克 彰

瀬 沼 克 彰

及 川 昭 文

高 橋 真 義

田 中 義 郎

田 中 義 郎

袰 岩 秀 章

船 戸 高 樹

鈴 木 克 夫

鈴 木 克 夫

高 橋 真 義

舘 昭

武村 秀雄 他

担当教員（※１）

学期

春

秋

秋

秋

春

春

秋

春

秋

秋

春

秋

春

―

春

秋

春

秋

―

春

秋

春

秋

秋

秋

春

―

秋

秋

秋

春

春

春

春・秋

春・秋

単位

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

１

各１

授 業 科 目 名

高 等 教 育 論

大 学 理 念 研 究

現 代 日 本 の 大 学 改 革 論

現 代 ア ジ ア の 大 学 改 革 論

日 米 大 学 制 度 論

欧 州 大 学 制 度 論

中 等 教 育 と 高 等 教 育 の 接 続

高 等 教 育 政 策 論

大 学 経 営 と 政 策

大 学 法 制 論

大 学 行 政 論

大 学 ・ 社 会 連 携 論

大 学 マ ー ケ テ ィ ン グ 戦 略 論

組 織 と 人 の マ ネ ジ メ ン ト

大 学 財 政 基 礎 研 究

大 学 財 政 計 画 論

学 校 会 計 原 理 研 究

学 校 法 人 財 務 分 析 研 究

学 生 リ ク ル ー テ ィ ン グ 研 究

（管理・運営）

（大学教員評価）

大 学 生 涯 化 の 特 徴 と 理 念

大 学 生 涯 学 習 化 の 立 案 と 実 践

マ ル チ メ デ ィ ア と 大 学

教 学 支 援 特 論

大 学 カ リ キ ュ ラ ム 分 析 研 究

大 学 カ リ キ ュ ラ ム 開 発 研 究

学 生 カ ウ ン セ リ ン グ 研 究

第 三 者 評 価 と 自 己 点 検 研 究

通 信 ・ 遠 隔 教 育 論

大 学 ｅ ラ ー ニ ン グ 戦 略 論

大 学 職 員 論

高 等 教 育 シ ス テ ム 論

研 究 方 法 論

研究指導 �Ａ・�Ｂ・�Ａ・�Ｂ

大学管理日米比較研究

科目分野

コ

ア

科

目

専

門

科

目

専攻

大

学

ア

ド

ミ

ニ

ス

ト

レ

ー

シ

ョ

ン

専

攻

（

通

学

課

程

）

－ ８１ －



れ
か
ら
、
実
務
的
な
内
容
の
科
目
が
多
い
こ
と
、
具
体
的
に
は
、
船

戸
高
樹
先
生
、
寺
�
先
生
、
山
本
先
生
。
こ
の
地
方
の
日
本
福
祉
大

の
篠
田
先
生
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
昔
、
名
古
屋
に
も
い
ら
し
た

そ
う
で
す
が
、
河
合
塾
の
滝
先
生
と
か
、
ベ
ネ
ッ
セ
に
い
ら
し
た
高

山
先
生
。
実
務
系
の
方
が
多
い
こ
と
が
国
立
大
学
と
違
う
点
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
私
立
の
特
性
、
学
生
集
め
と
い
う
こ
と

で
、
潮
木
先
生
を
筆
頭
に
定
年
退
官
に
な
っ
た
よ
う
な
功
成
り
名
を

遂
げ
た
人
が
多
い
こ
と
。
専
任
ス
タ
ッ
フ
の
平
均
年
齢
は
六
十
歳
ぐ

ら
い
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

学
位
は
、
通
学
、
通
信
と
も
に
修
士
（
大
学
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
）
で
す
。

入
試

次
に
、
入
試
選
抜
で
す
。
職
場
の
推
薦
が
あ
る
場
合
は
書

類
審
査
だ
け
で
す
が
、
私
の
場
合
、
現
役
の
職
員
と
し
て

一
般
の
社
会
人
入
試
を
受
け
ま
し
た
。
研
究
計
画
書
を
Ａ
４
で
一
枚

出
し
ま
し
て
、
あ
と
は
面
接
の
み
で
し
た
。
他
に
、
課
題
図
書
に
よ

る
小
論
文
と
面
接
に
よ
る
入
試
は
社
会
人
の
経
験
が
な
い
受
験
生
が

対
象
で
す
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）で
す
か
、

桜
美
林
の
大
学
院
の
通
信
の
も
の
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
こ
で
先
日
行

わ
れ
た
東
京
大
学
の
入
試
問
題
の
こ
と
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
非
常
に
専
門
的
な
語
句
の
論
述
と
語
学
の
試
験
が
課
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
で
、
桜
美
林
の
学
生
の
間
で
は
「
社
会
人
で
は
受
か
る
人

が
限
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
桜
美
林
で
よ
か
っ
た
」
と
い
う
話
が
出
て
い

ま
し
た
。
東
京
大
学
は
ま
た
体
制
が
違
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
選

抜
方
法
が
全
く
異
な
り
ま
す
。

在
学
生

次
に
、
在
学
生
の
特
徴
で
す
。
今
回
報
告
す
る
に
当
た

っ
て
、
桜
美
林
の
事
務
局
に
「
可
能
な
範
囲
で
総
計
的

な
デ
ー
タ
を
い
た
だ
け
な
い

か
」
と
交
渉
し
、
公
開
の
お

許
し
を
も
ら
い
ま
し
た
。
県

別
、
年
齢
層
別
の
学
生
デ
ー

タ
、
そ
れ
か
ら
、
各
年
度
の

入
学
者
で
す
。
表
３
に
あ
る

よ
う
に
通
信
の
定
員
は
四
十

名
で
す
。
初
年
度
は
志
願
者

が
多
く
て
、
不
合
格
を
出
し

た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
二
年

目
以
降
、
不
合
格
者
は
ほ
と

ん
ど
い
な
い
そ
う
で
す
が
、

四
十
名
は
超
え
て
い
る
状
態

が
続
い
て
い
ま
す
。

特
徴
と
し
て
は
、
圧
倒
的

表３ 入学者データ

計

１３６

２

３２

２

２９

６

２００６

４３

―

―

８

―

２００５

４１

１

―

７

２

２００４

５２

１

３２

２

１４

４

入学者数

退学者数

２００５年秋学期修了者数

２００６年春学期修了者数

長期履修申請数

長期履修変更者数

－ ８２ －



に
社
会
人
が
多
い
こ
と
で
す
。
表
４
を
見
る
と
国
立
系
の
職
員
の
方

も
若
干
お
ら
れ
ま
す
が
、
や
は
り
私
立
大
学
の
大
学
職
員
が
多
い
よ

う
で
す
。
他
に
は
、
民
間
企
業
の
方
、
大
学
を
出
た
後
ア
ル
バ
イ
ト

を
し
て
い
る
よ
う
な
方
が
若
干
い
ま
す
し
、
今
年
は
文
部
科
学
省
の

方
も
お
ら
れ
ま
す
。

表
５
の
職
業
別
年
齢
別
学
生

数
を
見
て
い
た
だ
く
と
三
十
代

が
一
番
多
く
て
、
そ
れ
に
次
い

で
四
十
代
。
『
カ
レ
ッ
ジ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
』
一
三
三
号
に
載
っ

て
い
る
東
京
大
学
、
桜
美
林
大

学
、
立
命
館
大
学
の
研
究
セ
ン

タ
ー
を
比
較
し
た
報
告
を
見
て

も
、圧
倒
的
に
三
十
代
が
多
い
。

桜
美
林
大
学
の
方
は
も
う
少
し

年
齢
の
高
い
層
も
あ
る
程
度
い

る
だ
ろ
う
と
予
想
さ
れ
て
い
た

そ
う
で
す
。

表
６
は
地
区
別
学
生
分
布
で

す
。
こ
れ
は
三
回
生
を
あ
わ
せ

た
数
で
す
が
、
非
常
に
関
東
圏

が
多
い
。
こ
れ
も
桜

美
林
大
学
の
事
務
局

の
当
初
の
予
想
が
外

れ
た
点
だ
そ
う
で

す
。
関
東
圏
で
も
通

信
を
選
択
す
る
方
が

多
い
理
由
と
し
て
、

通
学
制
だ
と
最
後
の

授
業
が
終
わ
る
と
九

時
を
過
ぎ
て
し
ま

い
、
非
常
に
遅
い
時

間
に
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
も
関
係
し
て
い

る
よ
う
で
す
。
桜
美

林
の
方
で
も
便
を
図

っ
て
、
本
校
の
町
田

で
は
な
く
、
新
宿
の

サ
テ
ラ
イ
ト
で
授
業

を
し
て
い
る
の
で
す

が
、
そ
れ
で
も
仕
事

の
関
係
で
難
し
い
。

表４ 職業別

表５ 職業別年齢別学生数（２００６年５月１日現在）

百分率

０．００％

０．９８％

８．８２％

４７．０６％

２４．５１％

１５．６９％

２．９４％

合計

１

９

４８

２５

１６

３

１０２

合計

女

３

１０

４

３

１

２１

男

１

６

３８

２１

１３

２

８１

その他

女男

無職

女男

個人営業
・自由業

女男

会社員・
銀行員

女

３

９

４

３

１

２０

男

１

６

３６

２１

１１

２

７７

公務員

女男

１

１

２

教員

女

１

１

男

１

１

２

１８～２２歳

２３～２４歳

２５～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０歳以上

計

職業別
学科

職業別
年齢別
学生数

計

５１

４１

４３

１３５

１００％

その
他

５

３

１

９

７％

教育
産業

１

１

７

９

７％

大学
教員

４

１

５

４％

国公
立大

２

３

３

８

６％

私立
大学

３９

３３

３２

１０４

７７％

２００４年度入学者数

２００５年度入学者数

２００６年度入学者数

計

１００分率
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学
費
負
担
で
毎
年
一
名
ず
つ
通
わ
せ
て
い
る
大
学
も
あ
り
ま
す
が
、

や
は
り
業
務
と
の
関
係
で
通
信
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
話
だ
そ
う
で

す
。や

は
り
東
京
に
近
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
、
人
口
規
模
に
比

べ
て
宮
城
県
が
多
い
。
た
だ
、
私
の
周
り
に
は
福
岡
の
方
が
多
く
て
、

九
州
の
方
は
非
常
に
活
動
的
だ
と
い
う
印
象
を
持
っ
て
い
ま
す
。
関

西
は
大
学
の
数
が
首
都
圏
に
次
い
で
多
い
の
で
、
あ
る
程
度
数
が
多

い
よ
う
で
す
。

東
海
地
区
は
、
愛
知
県
が
七
名
、
岐
阜
県
は
三
名
で
す
が
、
懇
親

会
や
研
究
発
表
な
ど
で
積
極
的
に
活
動
し
て
い
る
人
は
さ
ほ
ど
多
く

な
い
よ
う
で
す
。

ま
た
、
勤
務
先
に
よ
る
学
費
負
担
で
派
遣
さ
れ
て
い
る
人
も
い
ま

す
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
希
望
者
を
募
り
、
複
数
い
た
ら
選
考

に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
別
の
大
学
で
は
、
三
分
の
一
負

担
で
毎
年
出
す
と
い
う
方
針
の
よ
う
で
す
。

一
方
、
立
命
館
大
学
の
研
究
セ
ン
タ
ー
の
姿
勢
と
は
か
な
り
違
っ

て
、
通
信
制
に
は
桜
美
林
大
学
の
職
員
が
い
ま
せ
ん
。
通
学
制
に
も

ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
こ
れ
は
ど
う
も
桜
美
林
の
カ
ラ
ー
の
よ
う
で
、

こ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
で
勉
強
し
て
も
ら
い
、
ど
ん
ど
ん
他
大
学
に
移

っ
て
い
っ
て
も
い
い
。
そ
の
か
わ
り
よ
そ
か
ら
引
き
抜
く
と
い
う
考

え
で
、
大
学
に
行
か
せ
る
と
い
う
姿
勢
が
欠
如
し
て
い
る
よ
う
に
思

表６ 地域別学生分布（２００４～２００６年入学者）

データは全て正規学生のみでカウント

愛知

７

１

高知

０

０

静岡

１

０

愛媛

０

０

沖縄

２

０

福島

０

０

神奈川

１４

１

岐阜

３

０

和歌山

０

０

香川

０

０

鹿児島

０

０

山形

２

０

東京

９

８

長野

１

０

奈良

３

０

徳島

１

０

宮崎

０

０

秋田

１

０

千葉

６

１

山梨

０

０

兵庫

３

４

山口

０

０

大分

０

０

宮城

１１

０

埼玉

３

３

福井

０

０

大阪

７

２

広島

０

１

熊本

０

０

岩手

０

０

群馬

１

０

石川

１

０

京都

６

１

岡山

３

１

長崎

４

１

青森

０

０

栃木

０

０

富山

０

０

滋賀

１

１

島根

０

０

佐賀

０

０

北海道

３

０

茨城

２

０

新潟

２

０

三重

０

０

鳥取

２

０

福岡

８

４

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

－ ８４ －



い
ま
す
。
普
通
に
考
え
れ
ば
、
四
十
名
も
定
員
枠
を
持
っ
て
い
る
の

で
、
埋
ま
ら
な
い
と
き
は
、
一
割
二
割
自
分
の
と
こ
ろ
の
職
員
を
行

か
せ
て
も
よ
さ
そ
う
な
気
が
す
る
の
で
す
が
、
現
実
に
学
生
が
集
ま

っ
て
い
る
の
で
、
あ
え
て
そ
う
い
う
こ
と
を
し
た
が
ら
な
い
よ
う
で

す
。学

習
の
進
め
方

特
徴
と
し
て
学
生
は
半
期
五
科
目
ま
で
し
か
履

修
で
き
ま
せ
ん
。
二
十
五
名
以
上
は
調
整
を
行

う
と
い
う
こ
と
で
す
。
昨
年
は
、
私
も
調
整
に
あ
い
ま
し
て
、
取
れ

な
い
科
目
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
授
業
料
は
教
材
費
を
含
め

て
半
期
で
三
十
万
円
。
そ
れ
は
、
あ
く
ま
で
卒
業
最
低
単
位
と
し
て

で
、
三
十
二
単
位
以
上
に
な
る
と
、
教
材
費
と
し
て
一
科
目
一
万
円

を
負
担
す
る
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
四
月
に
履
修
登
録
を
し
ま
す
。
私
は
桜
美
林
に
行
っ
て
初

め
て
知
っ
た
の
で
す
が
、
法
律
上
、
通
信
制
の
大
学
院
に
は
ス
ク
ー

リ
ン
グ
は
必
修
で
は
な
い
そ
う
で
す
。
桜
美
林
の
場
合
は
、
ス
ク
ー

リ
ン
グ
を
重
視
す
る
と
い
う
よ
り
ス
ク
ー
リ
ン
グ
を
看
板
に
し
て
い

る
の
で
、
必
修
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
日
程
の
中
か
ら
五
科

目
ま
で
選
べ
ま
す
。
た
だ
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
は
「
五
科
目
は
非

常
に
き
つ
い
で
す
よ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
私
は
一
年
前
期
に
四
科

目
、
二
年
後
期
に
五
科
目
取
っ
て
、
一
応
単
位
は
全
部
い
た
だ
け
ま

し
た
が
、
や
は
り
し
ん
ど
か
っ
た
で
す
。

四
月
の
初
め
に
登
録
す
る
と
、
教
材
が
四
月
の
終
わ
り
ご
ろ
に
送

ら
れ
て
き
て
、
六
月
一
日
に
一
回
目
の
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
ま
す
。

そ
し
て
、七
月
十
一
日
に
二
回
目
の
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
が
あ
り
ま
す
。

一
セ
メ
ス
タ
ー
に
四
千
字
程
度
の
レ
ポ
ー
ト
を
二
回
提
出
し
ま
す
。

そ
れ
を
出
さ
な
い
と
、
ス
ク
ー
リ
ン
グ
に
出
ら
れ
ま
せ
ん
し
、
ス
ク

ー
リ
ン
グ
に
出
な
い
と
、
単
位
が
認
定
さ
れ
な
い
と
い
う
シ
ス
テ
ム

で
す
。
提
出
時
期
は
同
じ
で
す
の
で
、
科
目
数
が
多
い
と
大
変
で
、

直
前
に
な
る
と
、大
学
を
休
ん
で
や
っ
て
い
る
人
も
い
る
よ
う
で
す
。

履
修
が
決
ま
る
と
、
ス
タ
デ
ィ
ー
ガ
イ
ド
が
教
材
と
一
緒
に
送
ら

れ
て
き
ま
す
。
簡
単
な
シ
ラ
バ
ス
と
配
布
教
材
、
参
考
文
献
等
が
書

か
れ
て
い
ま
す
。
配
布
教
材
の
と
こ
ろ
に
書
い
て
あ
る
教
材
が
送
ら

れ
て
く
る
の
で
、
自
分
で
勉
強
し
ま
す
。
絶
版
に
な
っ
て
い
る
も
の

は
コ
ピ
ー
で
も
ら
い
、
参
考
文
献
は
必
要
に
応
じ
て
自
分
で
集
め
ま

す
。潮

木
守
一
先
生
の
授
業
で
す
と
、第
一
講「
伝
統
的
な
大
学
教
育
」

か
ら
第
十
講
ま
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
Ａ
４
で
一
枚
、
長
い
も

の
は
一
枚
半
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
最
後
に
レ
ポ
ー

ト
課
題
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
春
学
期
に
取
り
ま
し
た
の
で
、

六
月
一
日
と
七
月
十
一
日
ま
で
に
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出
で
す
。

一
方
、
学
習
す
る
と
き
に
困
難
な
こ
と
が
幾
つ
か
あ
り
ま
す
。
ま

ず
、
先
生
へ
の
質
問
な
ど
は
事
務
局
を
通
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
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で
、
先
生
に
よ
っ
て
は
全
然
返
答
が
来
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
地

方
に
い
る
と
、
参
考
文
献
が
入
手
し
に
く
く
、
非
常
に
ま
れ
な
紀
要

や
絶
版
に
な
っ
て
い
る
文
献
は
特
に
入
手
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
私

は
二
、
三
週
間
前
に
名
古
屋
大
学
な
ど
大
き
な
大
学
の
図
書
館
で
コ

ピ
ー
し
ま
し
た
。
桜
美
林
の
図
書
館
が
利
用
で
き
る
の
で
、
送
っ
て

も
ら
う
こ
と
も
で
き
る
の
で
す
が
、
時
間
も
か
か
る
し
、
郵
送
料
も

利
用
者
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
科
目
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
が
、
大
体
四
千
字
程
度
の
レ
ポ

ー
ト
を
基
本
的
に
メ
ー
ル
で
提
出
し
ま
す
。
ス
ク
ー
リ
ン
グ
ま
で
に

コ
メ
ン
ト
と
百
点
満
点
の
採
点
結
果
が
送
ら
れ
て
く
る
の
で
、
こ
れ

が
励
み
に
な
り
ま
す
。
た
だ
、
あ
ま
り
に
達
筆
で
読
み
に
く
い
場
合

も
あ
り
ま
す
し
、
全
部
同
じ
コ
メ
ン
ト
で
明
ら
か
に
コ
ピ
ー
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ス
ク
ー
リ
ン
グ
は
昨
年
度
か
ら
新
宿
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
必
修
で
す
。
設
置
基
準
と
し
て
は
必

要
で
は
な
い
そ
う
で
す
が
、
桜
美
林
の
場
合
、
出
席
し
な
い
と
単
位

認
定
さ
れ
ま
せ
ん
。
九
十
分
授
業
で
、
コ
ア
科
目
は
四
コ
マ
、
そ
の

他
の
科
目
は
二
コ
マ
で
す
。
た
だ
、
二
コ
マ
だ
と
、
簡
単
な
自
己
紹

介
、
質
問
に
対
す
る
回
答
と
特
徴
点
の
整
理
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま

す
し
、
ペ
ー
パ
ー
試
験
を
や
る
先
生
で
す
と
、
一
コ
マ
目
は
自
己
紹

介
、
二
コ
マ
目
は
試
験
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

昨
年
度
ま
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
年
か
ら
集
中
講
義
科
目

が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。先
生
と
接
し
た
い
と
い
う
学
生
の
希
望
や
、

二
十
五
人
ま
で
と
制
限
さ
れ
て
い
て
も
コ
メ
ン
ト
を
書
く
の
は
大
変

だ
と
い
う
先
生
の
都
合
な
ど
、い
ろ
い
ろ
な
事
情
が
あ
る
よ
う
で
す
。

ス
ク
ー
リ
ン
グ
時
間
割
の
下
に
載
せ
て
あ
り
ま
す
。
八
月
で
す
と
三

日
間
。字
数
が
少
な
い
レ
ポ
ー
ト
一
回
と
授
業
が
十
三
回
あ
り
ま
す
。

私
は
一
個
取
り
ま
し
た
の
で
、
三
日
間
行
き
ま
し
た
。
私
が
出
た
も

の
は
ペ
ー
パ
ー
試
験
も
あ
り
ま
し
た
。
集
中
講
義
科
目
以
外
の
も
の

は
レ
ポ
ー
ト
の
字
数
が
多
い
し
、
回
数
も
多
い
の
で
、
レ
ポ
ー
ト
を

あ
ま
り
書
か
な
く
て
も
単
位
が
取
れ
る
の
で
は
と
い
う
理
由
で
、
関

東
に
近
い
方
の
受
講
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

ス
ク
ー
リ
ン
グ
の
一
番
の
意
義
は
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
仲
間
同

士
で
交
流
で
き
る
こ
と
で
す
。
桜
美
林
の
事
務
局
で
も
懇
親
会
を
企

画
さ
れ
ま
す
。
知
り
合
い
を
つ
く
っ
た
り
、
熱
心
な
先
生
だ
と
ゼ
ミ

生
同
士
で
連
絡
会
を
つ
く
っ
た
り
も
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
研
究
指
導
は
、
ス
ク
ー
リ
ン
グ
の
際
に
行
わ
れ
、
夏
と

一
月
の
第
二
と
第
三
の
土
日
で
す
。
そ
れ
以
外
に
先
生
に
よ
っ
て
は

出
張
も
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
例
え
ば
関
西
に
五
人
い
た
ら
、
先
生

が
関
西
に
来
て
研
究
指
導
を
す
る
と
い
う
具
合
で
す
。
非
常
に
ま
ち

ま
ち
な
の
で
す
が
こ
れ
が
好
評
の
よ
う
で
す

勉
強
以
外
の
副
産
物
と
し
て
、
こ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
で
知
り
合
い
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が
で
き
る
と
、
例
え
ば
、
現
場
で
教
員
の
作
っ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が

お
か
し
い
と
思
っ
た
と
き
な
ど
、
「
お
た
く
で
は
ど
う
で
す
か
」
と

い
う
形
で
教
え
て
も
ら
え
た
り
し
ま
す
。

学
費
に
つ
い
て

学
費
は
、
入
学
金
十
万
円
、
半
期
三
十
万
円
、

同
窓
会
費
が
一
万
円
。
二
年
間
の
学
費
は
、
入

学
金
を
入
れ
て
百
三
十
万
円
と
な
り
ま
す
。
長
期
履
修
を
さ
れ
ま
す

と
、
こ
れ
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
と
い
う
こ
と
で
、
非
常
に
安
い
額
で
三

年
間
受
講
で
き
ま
す
。教
育
訓
練
給
付
講
座
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

修
了
し
た
後
、
失
業
保
険
に
入
っ
て
い
る
人
の
場
合
一
定
額
戻
っ
て

き
ま
す
。

た
だ
、
非
常
に
人
気
の
あ
る
非
常
勤
の
先
生
の
片
方
の
学
期
し
か

開
講
し
て
い
な
い
科
目
は
受
講
生
が
集
中
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
回
っ
て
き
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
こ
と
し
の
後
期
、
著
名

な
先
生
が
教
え
て
い
る
学
生
募
集
戦
略
論
や
大
学
財
政
論
、
継
続
教

育
論
と
い
っ
た
科
目
は
も
う
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。

■

私
の
経
験
か
ら
み
た
特
徴

学
習

で
は
、
経
験
か
ら
見
た
特
徴
を
ま
と
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
ず
、
レ
ポ
ー
ト
の
作
成
が
仕
事
の
業
務
と
重

な
る
上
、
ど
の
レ
ポ
ー
ト
の
締
め
切
り
も
同
じ
な
の
で
、
つ
い
課
題

が
た
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
自
分
の
性
格
な
ん
で

す
が
、
二
回
と
も
一
夜
漬
け
と
い
う
科
目
が
あ
る
一
方
で
、
非
常
に

時
間
を
か
け
て
や
れ
る
科
目
も
あ
り
ま
す
。

研
究
指
導
に
つ
い
て
は
、
メ
ー
ル
な
ど
で
の
指
導
が
、
担
当
者
に

よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
こ
と
。
こ
の
辺
は
通
学
制
や
非
常
に
人
数

の
少
な
い
名
古
屋
大
学
や
東
京
大
学
、
広
島
大
学
と
比
べ
て
劣
っ
て

い
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
ス
ク
ー
リ
ン
グ
は
経
費
が
大
変
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
上
、
担
当
者
に
よ
っ
て
、
質
問
だ
け
で
終
わ
っ
て
し

ま
っ
た
り
、
一
方
的
に
聞
く
だ
け
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
り
さ
ま
ざ

ま
で
す
。
四
コ
マ
あ
る
コ
ア
科
目
は
ま
だ
い
い
の
で
す
が
、
二
コ
マ

の
科
目
は
非
常
に
中
途
半
端
で
、
簡
単
な
自
己
紹
介
と
説
明
と
テ
ス

ト
、
あ
る
い
は
、
先
生
の
解
説
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
で

す
。学

習
以
外
の
効
果

大
事
な
こ
と
は
勉
強
だ
け
で
は
な
く
て
、
全

国
か
ら
集
ま
る
同
じ
よ
う
な
立
場
の
人
と
情

報
交
換
が
で
き
る
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
自
分
の
職
場
の
場
合
に
は

聞
け
な
い
こ
と
が
聞
け
た
り
、
あ
る
い
は
、
ち
ん
ぷ
ん
か
ん
ぷ
ん
の

こ
と
を
的
確
に
教
え
て
く
れ
る
人
が
い
た
り
と
い
っ
た
多
く
の
メ
リ

ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

－ ８７ －



桜
美
林
大
学
の
特
徴

三
番
目
の
特
徴
と
し
て
、
や
は
り
桜
美
林

の
職
員
が
通
信
制
に
は
い
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
こ
れ
は
自
家
培
養
中
心
で
は
な
く
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た

め
に
、
あ
え
て
外
に
出
す
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
課
程
を
つ
く
っ
た
目
的
で
あ
る
情
報
の
共
有
化

と
職
員
の
流
動
化
を
進
め
た
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。
現

実
に
、
通
学
一
期
の
卒
業
生
は
関
東
圏
で
大
学
が
多
い
と
い
う
こ
と

も
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
五
〇
％
以
上
の
人
が
大
学
を
か
わ
っ
た
そ
う

で
す
。

ま
た
、
国
立
大
学
に
比
べ
て
研
究
志
向
が
薄
い
で
す
し
、
ド
ク
タ

ー
に
行
く
人
も
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
論
文
の
質
も
さ
ま
ざ
ま
で
、
玉

石
混
淆
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
名
城
大
学
、
立
命
館

大
学
と
の
違
い
は
、
や
は
り
自
校
の
桜
美
林
大
学
の
職
員
で
学
ん
で

い
る
方
が
目
立
た
な
い
こ
と
で
す
。

■

課
題

修
士
課
程
を

修
了
し
た
学
生
の

受
け
入
れ
先

ま
ず
、
職
員
の
能
力
開
発
の
た
め
に
課
程
が

つ
く
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
勉
強
の
仕

方
に
よ
っ
て
違
う
と
思
い
ま
す
が
は
た
し
て

修
士
課
程
を
修
了
す
る
こ
と
が
能
力
の
開
発

に
意
味
が
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
大
学
の
職
員
に
専
門

性
は
本
当
に
必
要
な
の
か
、
す
べ
て
の
職
員
に
必
要
な
の
か
。
そ
れ

は
大
学
院
で
学
ぶ
こ
と
で
身
に
つ
く
も
の
な
の
か
。
ま
た
、
職
員
の

流
動
化
。
桜
美
林
の
ス
タ
ッ
フ
、
専
任
の
人
た
ち
は
流
動
化
が
必
要

だ
と
言
い
ま
す
が
、
現
実
に
は
賃
金
体
系
や
雇
用
形
態
、
居
住
地
区

の
問
題
が
あ
っ
て
困
難
で
す
。
自
分
が
辞
め
て
も
、
相
手
が
採
用
し

て
く
れ
な
い
と
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
か
ら
、
若
干
名
、
博
士
課
程
へ
進
学
し
た
い
と
い
う
方
が
い

る
の
で
す
が
、
通
信
の
博
士
課
程
は
な
い
の
で
、
ほ
か
の
大
学
へ
行

く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
困
難
な
面
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
点
、
国
立

大
学
で
す
と
、
進
学
し
て
、
さ
ら
に
勉
強
を
続
け
る
こ
と
が
容
易
だ

と
思
い
ま
す
。

修
士
課
程
で
勉
強
す
る

価
値
は
あ
る
の
か

最
後
に
、
こ
こ
が
一
番
話
題
に
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
は
た
し
て
授
業

料
を
払
っ
て
行
く
価
値
は
あ
る
の
か
。

転
職
で
き
る
か
。
昇
給
に
影
響
が
あ
る
か
。
あ
る
い
は
、
大
学
側
が

定
員
を
減
ら
す
と
き
に
、
修
士
課
程
で
学
ん
だ
経
歴
は
影
響
す
る
の

か
。
多
分
、
正
の
相
関
関
係
は
証
明
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す

し
、
結
局
、
勉
強
す
る
人
の
自
己
満
足
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
こ
れ
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
は
大
学
業
界
全
体
に
と
っ
て

も
意
味
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

－ ８８ －



大
学
は

修
士
課
程
修
了
者
の

大
学
職
員
を
必
要
と
し
て
い
る
の
か

そ
し
て
、
大
学
は
修
士
課

程
を
修
了
し
た
職
員
を
必

要
と
し
て
い
る
か
。
私
の

同
級
生
の
方
の
論
文
に
も

あ
り
ま
し
た
が
、
必
ず
し
も
意
見
が
一
致
し
て
い
ま
せ
ん
。
修
士
は

必
要
で
あ
る
が
、
大
学
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
修
士
は
必
要
だ

と
い
う
人
は
割
と
少
な
い
よ
う
で
す
。
た
だ
、
必
ず
し
も
大
学
ア
ド

ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
専
攻
で
は
な
い
。
た
か
だ
か
二
年
、
そ
う
い

っ
た
と
こ
ろ
で
勉
強
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
プ
ロ
に
な
れ
る
と
も
限

ら
な
い
。
そ
れ
か
ら
、
そ
う
い
っ
た
人
を
雇
っ
て
も
活
用
で
き
る
か

ど
う
か
。
博
士
課
程
修
了
者
は
必
要
で
は
な
い
と
い
う
人
が
多
数
で

す
。
た
だ
、
修
士
を
取
っ
て
勉
強
す
る
こ
と
に
意
味
が
な
い
わ
け
で

は
な
い
が
、
職
場
で
そ
の
学
歴
を
生
か
せ
な
く
て
不
満
を
持
っ
て
い

る
と
い
う
現
状
も
一
部
に
あ
る
。
結
果
的
に
は
、
勉
強
す
る
人
の
自

己
満
足
な
の
か
な
と
い
う
気
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

■

ま
と
め

将
来
の
展
望
と
し
て
、
こ
う
し
た
修
士
課
程
が
生
か
さ
れ
る
た
め

に
は
、
修
了
者
が
活
躍
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、

他
の
大
学
の
卒
業
生
も
含
め
て
、
大
学
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

課
程
の
草
創
期
の
一
期
生
、
二
期
生
が
活
躍
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
だ
か
ら
、
も
う
少
し
若
い
三
十
代
の
人
に
頑
張
っ
て
い
た

だ
い
て
、
評
価
を
高
め
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
桜
美
林
大
学
だ
け
で
は
な
く
て
、
名
古
屋
大
学
や
東
京
大
学
、

広
島
大
学
と
い
っ
た
大
学
と
の
連
携
を
打
ち
立
て
る
必
要
が
あ
る
で

し
ょ
う
。
私
た
ち
は
今
、
注
目
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

あ
る
先
生
か
ら
「
将
来
的
に
『
大
学
あ
る
と
こ
ろ
に
大
学
ア
ド
修

了
者
あ
り
』
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
修

士
を
取
っ
て
、
き
ち
ん
と
勉
強
し
た
人
が
ど
こ
の
大
学
に
も
一
人
は

い
て
、
き
ち
ん
と
回
っ
て
い
る
と
い
う
ふ
う
に
作
っ
て
い
く
。
そ
れ

が
こ
う
い
っ
た
課
程
を
生
か
し
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
か
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
一
期
生
、
二
期
生
が
頑
張
ら
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。

－ ８９ －


